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No. ① ② ③ ④

名称 ･
概要

場所 美浜町 ･若狭町 郷市 (発見場所 ) 佐田 郷市

歴史文化館 歴史文化館 歴史文化館 歴史文化館

No. ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

名称 ･
概要

場所 興道寺 宮代 宮代 (※ ) 佐柿

歴史文化館 国吉城歴史資料館 歴史文化館 国吉城歴史資料館

No. ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

名称 ･
概要

場所 奈良県平城宮 (発見場所 ) 丹生 松原 早瀬

歴史文化館 きいぱす 歴史文化館 歴史文化館

No. ⑬ ⑭

名称 ･
概要

場所 菅浜 (※ ) 佐柿

きいぱす 国吉城歴史資料館

美
浜
の
文
化
財
を
め
ぐ
る

　
　
　

化
財
は
、
町
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
。

　
　
　

現
在
、
美
浜
町
に
は
国
や
県
、
町

に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
が
39
件
あ
り
ま

す
。

　

今
月
号
で
は
、
文
化
財
の
概
要
と
美
浜

町
の
文
化
財
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

文

　

文
化
遺
産
カ
ー
ド
の
種
類
が
増
え
る
こ
の
機

会
に
、
町
内
の
文
化
財
や
カ
ー
ド
配
布
場
所
を

巡
り
、
美
浜
町
の
素
晴
ら
し
い
歴
史･

文
化
を

改
め
て
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

町
で
は
、
今
後
も
町
の
文
化
財
の
魅
力
を
町

内
外
に
発
信
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
　

町
歴
史
文
化
館(

担
当･

松
葉)

☎
32
‐
０
０
２
７

文
化
財
の
種
類
と
美
浜
の
文
化
財

文

文
化
財
を
身
近
に

　

古
墳
や
城
跡
等
の
遺
跡
で
、
歴
史
上
ま
た
は
学
術
上
価
値
の
高

い
も
の
。
海
浜
や
山
岳
等
の
名
勝
地
で
芸
術
上
ま
た
は
観
賞
上
価

値
の
高
い
も
の
。
動
物
や
植
物
等
で
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
。

美
浜
町
の
文
化
財

記
念
物

有
形
文
化
財

民
俗
文
化
財

　

絵
画
や
彫
刻
、
古
文
書
等
の
有
形
の

文
化
的
所
産
で
、
歴
史
上
ま
た
は
芸
術

上
価
値
の
高
い
も
の
。
ま
た
、
考
古
資

　

信
仰
や
年
中
行
事
等
に
関
す
る
風
俗

慣
習
、
民
俗
芸
能
等
で
、
住
民
の
生
活

の
推
移
を
理
解
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
。

↑興道寺廃寺出土
　塑

そ ぞ う

像螺
ら ほ つ

髪

料
等
の
学
術
上

価
値
の
高
い
歴

史
資
料
。

　
　
　

で
は
、
町
内
の
身
近
な
文
化
財
に

　
　
　

触
れ
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
文

化
財
に
対
す
る
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に｢

文
化
遺
産
カ
ー
ド｣

を
配

付
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
遺
産
カ
ー
ド
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
代

邇に

わ波
の
里･

文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作

成
し
て
お
り
、
カ
ー
ド
の
表
面
に
は
文
化

遺
産
の
写
真
、
裏
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

遺
産
の
詳
細
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
8
種
類
の
文
化
遺
産

カ
ー
ド
を
町
内
2
施
設
で
配
付
し
て
い
ま

す
。
7
月
1
日
か
ら
は
、
新
た
に
6
種
類

の
カ
ー
ド
を
追
加
し
、
全
14
種
類
の
カ
ー

ド
を
町
内
3
施
設
で
配
付
し
ま
す
。

町

(※)王の舞や精霊船送り(菅浜)のように年1回しか行われていない行事のカードは、
行事の撮影ができない場合でも、行事が行われる場所を撮影すればカードを
配付します。詳しくは町歴史文化館までお問い合わせください。

お
わ
り
に

↑久昌寺 (大藪 )
　の地蔵菩薩立像

↑日向水中綱引き

↑【名勝】三方五湖

↑【天然記念物】青蓮寺の大銀杏

↑【史跡】国吉城址

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
方

町
歴
史
文
化
館
で
配
布
し
て
い
る
地
図

を
も
と
に
、
文
化
遺
産
の
写
真
を
撮
影

し
ま
す
。

①
文
化
遺
産
を
訪
れ
て
写
真
を
撮
ろ
う

②
写
真
を
持
っ
て
、
カ
ー
ド
配
付
場
所
で

　

カ
ー
ド
を
受
け
取
ろ
う

③
カ
ー
ド
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
よ
う

撮
影
し
た
写
真(

デ
ジ
カ
メ
、
携
帯
電

話
の
画
面
で
も
可)

を
持
っ
て
配
付
場

所
に
行
き｢

文
化
遺
産
カ
ー
ド
を
く
だ

さ
い｣

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

訪
れ
た
文
化
遺
産
を
い
つ
で
も
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。

美浜町の文化遺産カード一覧　

国指定の名勝。平成17年にラム

サール条約湿地に登録。5つの湖

による絶妙な色合いが特徴。

南
み な み い よ や ま

伊夜山遺跡出土銅鐸

カード
配付場所

三方五湖 佐田古墳群帝
たいしゃく じ

釈寺 4号墳 獅子塚古墳

弥
み み

美郷
ごう

の木簡 (New) 早瀬の千歯扱
こ

き (New)

郡内唯一の前方後円墳。耳川流域

を治めた豪族の古墳。角杯や鉄製

の武具、装身具等が出土。

8基ほどからなる群集墳。敦賀半

島周辺を治めた豪族の古墳。円筒

埴輪や人物埴輪等が出土。

扁
へんぺいちゅうしきろっくけさだすきもんどうたく

平紐式六区袈裟襷文銅鐸。構成

されている文様から瀬戸内地方の

東部からのものと考えられている。

7世紀後葉に氏寺として建立され

た仏教寺院の遺跡。多くの瓦や

塑像螺髪、銭貨等が出土。

彌美神社

カード
配付場所

興道寺廃寺 王の舞 国吉城址

粟
あわやえっちゅうのかみかつひさ

屋越中守勝久が1556年 ( 弘治

2年 ) に築城したと伝わっている。

若越国境の｢境目の城｣として重要。

県指定の無形民俗文化財。若狭地

方一円に伝わる五穀豊穣を祈る神

事。

古事記にも登場する当地の豪族

｢耳
みみのわけ

別氏 ｣の祖とされる室
むろぴこのみ こ

毘古王

を祭神とする町内有数の古社。

平城宮から出土した木簡。耳川流

域にあたる弥美郷中
なかむら

村里
り

の人が、

塩を納めたことが書かれている。

農家の暮らし (New)

カード
配付場所

松原遺跡 (New)

早瀬の千歯扱きは、鳥取県の倉吉と

ともに製造と販売で全国に名を馳せ、

全国各地に販路を広げていた。

耳川の河口付近に所在する土器製

塩遺跡で、7世紀前半を中心とし

た製塩炉3基が確認されている。

きいぱすの敷地内に復元された昔

体験農家施設。囲炉裏やかまどが

備え付けられている。

県指定の無形民俗文化財。全長約

8ｍの巨大な藁
わら

製の船を作り、海

へと送り出す送り盆行事。

青蓮寺の大銀杏 (New)

カード
配付場所

精霊船送り(菅浜)(New)

町指定の天然記念物。江戸時代、

小浜藩主の酒井忠直が植えたと伝

えられる歴史のある樹木。

　
　
　

化
財
に
は
、
大
き
く
分
け
て
6
つ

　
　
　

の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ｢

有

形
文
化
財｣｢

無
形
文
化
財｣｢

民
俗
文
化

財｣｢

記
念
物｣｢

文
化
的
景
観｣｢

伝
統
的
建

造
物
群｣

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、｢

記
念
物｣

は
、
三
方
五
湖
等

の｢

名
勝｣

、
国
吉
城
址
や
乙
見
古
墳(

北

田)

等
の｢

史
跡｣

、
青
蓮
寺
の
大
銀
杏
や

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
等
の｢

天
然
記
念
物｣

と

い
っ
た
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
文
化
財
は
、
有
形
文
化
財
と
し
て

27
件
、
民
俗
文
化
財(

無
形
の
み)

と
し
て

6
件
、
記
念
物
と
し
て
6
件
指
定
さ
れ
て

お
り
、
仏
像
の
指
定
が
多
い
の
が
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。



環
境

美
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　今月号は、平成28年度に町から出たごみの量をお知らせします。

　平成28年度は、前年度と比べて不燃ごみ ･不燃粗大ごみと資源ごみが減量し、

可燃ごみが増量しました。

　可燃ごみの中には、リサイクルできる紙ごみや食品ロス ( 賞味期限切れや食べ

残しにより捨てられる食品 ) が多く含まれています。紙ごみ専用のごみ箱を用意

する、出された料理は残さず食べきる

等、身近なことからご協力をお願いし

ます。

　
　
　

月
22
日
に
、
美
浜
町
行
政

　
　
　

相
談
委
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
称

え
、
総
務
大
臣
よ
り
田
村
孝
子
さ

ん(

興
道
寺)

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

田
村
さ
ん
は
、
平
成
21
年
5
月

か
ら
平
成
29
年
3
月
ま
で
行
政
相

5

総務大臣から田村孝子氏に感謝状を贈呈
4月1日付けで行政相談委員を委嘱

■ お問い合わせ先
　町住民環境課(担当･北澤)
　☎32‐6703

美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

　

今
回
の
表
彰
を
受
け
、
田
村
さ

ん
は｢

困
り
ご
と
が
あ
る
人
と
専

門
機
関
と
を
繋
ぐ
役
割
と
し
て
、

少
し
で
も
お
手
伝
い
を
し
た
い
と

い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
周
り
の
方
々
に
助
け

ら
れ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

↑感謝状を受け取る田村氏 (左 )

シ
リ
ー
ズ
103

平成28年度ごみの排出量

年度 排出量 前年度との増減

23 2,916ｔ －

24 2,906ｔ －10ｔ

25 2,870ｔ －36ｔ

26 2,825ｔ －45ｔ

27 2,790ｔ －35ｔ

28 2,834ｔ ＋44ｔ

2,834 ｔ

■ 過去 5年間の推移

※前年度と比較すると44t の
　増量となりました。

可燃ごみ

281ｔ ※前年度と比較すると3t の
　減量となりました。

年度 排出量 前年度との増減

23 269ｔ －

24 253ｔ －16ｔ

25 276ｔ ＋23ｔ

26 264ｔ －12ｔ

27 284ｔ ＋20ｔ

28 281ｔ   －3ｔ

■ 過去 5年間の推移

89 ｔ ※前年度と比較すると13t の
　減量となりました。

■過去5年間の推移

年度 排出量 前年度との増減

23 125ｔ   －

24 116ｔ   －9ｔ

25 111ｔ   ー5ｔ

26 106ｔ   －5ｔ

27 102ｔ   －4ｔ

28   89ｔ －13ｔ

資源ごみ (缶･ビン･ペットボトル･白色トレイ)

不燃ごみ ･不燃粗大ごみ

↑鍋、スプレー缶、照明器具、工具等の金属類や、茶碗、
　コップ、花瓶等の陶器 ･ガラス製の不燃ごみ

↑缶やペットボトル等の資源ごみ

↑紙くず、木くず、草木、発砲スチロール、革製品、ゴム、
　ビニール製品、綿製品等の可燃ごみ

　

4
月
1
日
付
で
行
政
相
談
委
員

に
、次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
が委嘱

さ
れ
ま
し
た中川 京子 氏(興道寺) 秋山 義嗣 氏(佐野)

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
手
続
き

に
つ
い
て
相
談
す
る
所
が
分
か
ら

な
い
場
合
に
は
、
行
政
相
談
委
員

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

株式会社アクティオと｢災害時における支援協力に
関する協定｣を締結

■ お問い合わせ先
　町エネルギー政策課
　　　　　　　 (担当･久木)
　☎32‐6716

災害時の応急復旧対策の強化に向けて

　
　
　

月
13
日
に
、
株
式
会
社

　
　
　

ア
ク
テ
ィ
オ(

東
京
都
中
央

区)

と｢

災
害
時
に
お
け
る
支
援
協

力
に
関
す
る
協
定｣

を
町
役
場
で

締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
町
内
に

お
い
て
地
震
や
風
水
害
等
の
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
町
か
ら
株

式
会
社
ア
ク
テ
ィ
オ
に
対
し
て
、

直
接
、
資
機
材
の
要
請
が
可
能
と

な
る
た
め
、
応
急
復
旧
の
対
応
を

迅
速
に
で
き
る
ほ
か
、
過
不
足
な

く
車
両
や
建
設
機
械
等
の
提
供
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

山
口
町
長
は｢

美
浜
町
は
福
井

県
の
西
と
東
を
結
ぶ
要
点
で
、
災

6

↑協定書に調印後、握手を交わす山口町長(左)と株式会社アクティオ
　小沼代表取締役社長(右)

※お問い合わせ先　
　町住民環境課(担当･藤村) ☎32‐6703

害
時
の
道
路
、
交
通
網
の
確
保
は

非
常
に
重
要
と
な
る
。
災
害
時
の

復
旧
対
策
で
は
、
初
め
に
土
木
建

築
業
の
方
の
力
を
借
り
る
こ
と
に

な
る
が
、
後
方
支
援
が
望
め
る

の
は
非
常
に
心
強
い｣

と
話
し
、

小
沼
直
人
代
表
取
締
役
社
長
は

｢

機
械
を
買
う
と
な
る
と
、
機
械

の
費
用
以
外
に
置
き
場
所
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
等
の
経
費
が
か
か
る
。

弊
社
で
は
、
５
０
０
を
超
え
る
営

業
所
で
機
械
が
ス
タ
ン
バ
イ
し
て

い
る
の
で
、
災
害
の
時
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

談
委
員
を
4
期
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
住
民
と
行
政
の
間
に

立
ち
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
や
行
政
手
続
き
の
相
談
等
を

受
け
付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

解
決
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
住
民
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
月

1
回｢

定
例
相
談
所｣

を
は
あ
と
ぴ

あ
に
開
設
さ
れ
た
ほ
か
、｢

み
は
ま

ナ
ビ
フ
ェ
ス｣

で
の
行
政
相
談
制

度
の
広
報
活
動
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。



美浜発電所の状況
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ＪＲ小浜線利用促進助成をご利用ください
～ＪＲ小浜線は地域の宝物　みんなで乗ろうよ小浜線　切符は美浜駅で買いましょう！～

対象期間　  7月1日(土)～9月30日(土)

対象旅行

　美浜駅で発行する切符を購入して、ＪＲ小浜線を利
用した親子旅行。
　ただし、次のいずれかに該当する場合は、原則とし
て助成対象となりません。
①親子旅行の変更･中止等により切符の払い戻し等を受
　けた場合
②各地区子ども会等の団体主催による親子旅行

対象者

  切符を購入した時点で、次のすべての条件を満たす方
①本町に住所を有する親子。(親子旅行には中学生以下
　の方が１人以上含まれていること)
※親子とは、子どもの親に限らず祖父母等3親等以内の
　親族を含む。
②美浜駅または東美浜駅を始点または帰点としたＪＲ
　切符であること。
③町税等に滞納がないこと。

助成額

　購入額の3分の2(限度額10,000円)を助成します。
※助成は、1世帯1回限りとする。(子どもと別世帯の親
　族とが旅行した場合も１世帯とする)

申請方法

①美浜駅で切符を購入した際に、美浜駅に備え付けの
　申請書兼請求書に販売証明を受けてください。
②親子旅行実施後20日以内に町企画政策課へ申請書兼
　請求書を提出してください。

夏休み親子旅行助成

夏休み！親子で行ってらっしゃい

今年度も実施！

助成件数

　原則として先着20組とします。

シ
ニ
ア
利
用
者
助
成

※お問い合わせ先
　町企画政策課(担当･中島)  ☎32‐6701

回
数
乗
車
券
の
助
成

□
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
65
歳
以
上

の
方
で
、
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

□
条　

件

　

美
浜
駅
で
小
浜
線
区
間
を
利
用
す
る

切
符
を
購
入
し
た
場
合

□
助
成
額

　

購
入
額
の
3
分
の
1

□
申
請
方
法

　

美
浜
駅
に
備
え
付
け
の
申
請
書
兼
請

求
書
に
運
転
免
許
証
ま
た
は
健
康
保
険

証
の
写
し
を
添
え
て
、
美
浜
駅
ま
た
は

町
企
画
政
策
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ

い
。

※
特
別
企
画
乗
車
券
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
回
数
乗
車
券
、
団
体
割
引
乗
車
券
は
下
記

　

の
助
成
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
限
度
額
は
、
1
回
の
購
入
に
つ
き
1
人

　

あ
た
り
１
，０
０
０
円

※
切
符
購
入
の
際
に
は
、
美
浜
駅
窓
口
に
て

　

必
ず
販
売
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
町

税
等
に
滞
納
が
な
い
方

□
条　

件

　

美
浜
駅
で
小
浜
線
区
間
を
利
用
す

る
回
数
乗
車
券
を
購
入
し
た
場
合

□
助
成
額

　

購
入
額
の
10
％

※
限
度
額
は
、
1
回
の
購
入
に
つ
き
1
人

　

あ
た
り
１
，０
０
０
円

※その他、団体旅行の助成や学生団体等の
　助成を実施しています。詳しくは町の
　ホームページをご覧ください。

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

今回の報告では、5月18日から6月16日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
発
電
所
3
号
機
の
安
全
性
向
上

対
策
工
事
計
画
を
取
り
ま
と
め

　

関
西
電
力
㈱
は
、
昨
年
10
月
に
原
子
力

規
制
委
員
会
か
ら
許
認
可
を
受
け
て
い

た
、
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
と
工
事
計
画

認
可
に
基
づ
く
美
浜
発
電
所
3
号
機
の
安

全
性
向
上
対
策
工
事
の
計
画
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
昨
年
11
月
16

日
に
認
可
を
受
け
た
、
60
年
ま
で
の
運
転

に
向
け
た
安
全
性
向
上
対
策
工
事
の
計
画

で
す
。

　

6
月
8
日
に
、
関
西
電
力
㈱
の
森
中
郁
雄

原
子
力
事
業
本
部
長
代
理
が
役
場
に
来
庁

さ
れ
、
山
口
町
長
が
計
画
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。説
明
を
受
け
て
、

山
口
町
長
は
、次
の
3
点
に
つ
い
て
要
請
し
、

森
中
事
業
本
部
長
代
理
が
答
え
ま
し
た
。

①②③

↑森中事業本部長代理 (中央 ) から

　報告を受ける山口町長

　
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
協
力
会

社
と
一
体
と
な
っ
て
、
安
全
を
最
優
先

に
、
緊
張
感
を
持
っ
て
、
現
場
管
理
に

万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

従
来
か
ら
の
発
電
所
見
学
会
や
全
戸
訪

問
等
を
中
心
に
、
更
な
る
取
り
組
み
を

実
施
し
、
40
年
を
超
え
た
運
転
延
長
の

必
要
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
、丁
寧
に
、

分
か
り
や
す
く
住
民
の
方
へ
説
明
し
て

い
き
ま
す
。

1
、
2
号
機
の
廃
止
措
置
関
係
の
工
事

も
含
め
、
地
元
企
業
の
積
極
的
な
活
用

や
、
継
続
的
な
雇
用
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

①②③

美
浜
発
電
所
内
に
お
い
て
は
、
3
号
機

特
有
の
工
事
や
、
1
、
2
号
機
の
廃
止

措
置
工
事
等
、
多
く
の
工
事
が
実
施
さ

れ
る
。
工
事
に
携
わ
る
全
て
の
関
係
者

が
緊
張
感
を
持
っ
て
、
現
場
管
理
に
万

全
を
期
す
こ
と
。

40
年
を
超
え
た
運
転
延
長
の
必
要
性
や

安
全
性
に
つ
い
て
、
町
民
に
対
し
て
丁

寧
に
説
明
す
る
等
、
理
解
活
動
に
努
め

る
こ
と
。

1
、2
号
機
の
廃
止
措
置
工
事
と
同
様
、

安
全
性
向
上
対
策
工
事
に
つ
い
て
も
、

地
元
企
業
の
積
極
的
な
活
用
と
、
継
続

的
な
雇
用
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

安
全
性
向
上
対
策
工
事
に
つ
い
て

　

美
浜
発
電
所
3
号
機
で
計
画
さ
れ
て
い

る
安
全
性
向
上
対
策
工
事
は
、
新
規
制
基

準
を
満
た
す
た
め
に
、
耐
震
性
向
上
、
予

防
保
全
、
保
守
性
向
上
、
火
災
防
護
等
の

目
的
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
主
な
工
事
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
ラ
ッ
ク
取
替
工
事

○
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
補
強
工
事

○
原
子
炉 

炉
内
構
造
物
取
替
工
事

○
中
央
制
御
盤
取
替
工
事

○
火
災
防
護
対
策
工
事

○
防
潮
堤
設
置
工
事　
　

等

　

関
西
電
力
㈱
で
は
、
土
木
建
築
関
係
の

工
事
が
多
い
こ
と
か
ら
、
美
浜
発
電
所
に

土
木
建
築
関
係
の
要
員
を
増
員
し
ま
す
。

ま
た
、
専
門
知
識
に
基
づ
き
統
括
的
に
工

事
を
管
理
す
る
副
所
長
を
1
名
配
置
し
て

体
制
を
強
化
し
、
平
成
32
年
1
月
に
全
て

の
工
事
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

適
宜
関
西
電
力
㈱
か
ら
報
告
を
受
け
、
ま

た
、現
地
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

国
に
対
し
て
も
、
40
年
を
超
え
た
運
転
延

長
の
必
要
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
、
広
く

国
民
に
理
解
を
得
る
た
め
の
活
動
の
実
施

を
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
【
お
知
ら
せ
】

　

安
全
性
向
上
対
策
工
事
の
内
容
は
、

町
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル

(

０
９
１
ｃ
ｈ)

の｢

原

子
力
ト
ピ
ッ
ク
ス｣

で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
放
映
期
間
：
6
月
下
旬
か
ら
2
週
間

（
美
浜
町
か
ら
の
要
請
事
項
）

（
関
西
電
力
㈱
か
ら
の
回
答
）

※
詳
細
な
放
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
事
前
に
行
政

　

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。小浜線利用促進助成 検 索


